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　本誌創刊号はいかがでしたでしょうか。素人集団がナ

ビゲーターもいないまま、思考の試行錯誤を繰り返しな

がら企画に没頭しはじめたのは、もう　� 年も前のことでし

た。それ以降、学内外の多くの方々から暖かいご援助を

いただき、創刊号につづき第　� 号の刊行にこぎつけるこ

とができました。

　本号の総長対談は、前総長で日本学術会議会長など

幾多の要職につかれ、また本年　� 月からは国際科学会議

会長をもおつとめになっている吉川弘之先生をお迎え

し、未来を見つめながら、技術・科学・教育のあるべき姿

をめぐって蓮實重彦総長と語り合っていただきました。

　特集として取り上げたのは、「大学院を重点とする大

学」です。本学は、他大学に先がけ大学院重点化を果た

し、知の探求のレベルアップを目指しています。すべて

の学部が重点化したのは平成　� 年のことなので、その評

価は時期尚早かもしれませんが、「大学院を重点とする」

大学のいくつかの側面を浮かび上がらせようとしたもの

です。

　創刊号を引き継ぎ、「教育・研究の現場から」「世界の

中の東京大学」「サイエンスへの招待」では本学の教育・

研究を紹介し、本学に親しんでいただくための「キャンパ

ス散歩」「インフォメーション」も引きつづき掲載いたしま

した。

　創刊号に寄せられた多くの激励のメッセージに感謝い

たしますとともに、今後とも本誌に対しご意見・ご批判を

いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。

� （東京大学広報委員長　大塚柳太郎）
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「淡青」について  

東京大学と京都大学（当時は東京帝国大学、京都帝国大学）が

1920年に最初の対抗レガッタを瀬田川で行った際、抽選によっ

て決まった色が「淡青（ライト・ブルー）」であり、本学の運動会を

はじめスクール・カラーとして親しまれてきました。
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